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論集第1号　（1989年）

「東より日出ずるが如く」における「デイヴィッド・

コパフィールド」の影響について

南 田 みどり

The　Infulence　of‘David　Copperfield，　on‘As　Sure　as　the

　　　　　　　　　　　　　　Sun　Rising　iR　the　Easが

Midor圭MINA畷DA

　　　As　we　h縦ve　a蓋ready　fo慧nd，出e　sett量ng　of‘As　Sure　as　the　S腫難g　Risi皿g　in£he　Eas£，

（Thein　Pe　Myint，　w磁en　i薮1953－57）is　infiuenced　bジFa難of　Paris’（£re無b糠rg，　wri伽簸

in　1942），　which　is　evide簸雛y　a凱i－fascism．　But　The圭職Pe　Myint　did　not　adop£its　main

techn量q鵬s　for　his‘As　Sure段s由e　Sun　Ris玉無g　i無the　Easゼ．

　　　The　prural　poin£view　is　the　sy簸the雛c　way　of　catching　the　c◎mplicated　historical

backgrou照as　thoro購ghly　as　p◎ssible．　But‘As　Sure　as　the　Su無Risi無g　i薮the　Eas£，　did

n◎£adopt　such哉poi溢◎f　view　b凱the　view　of　the員rst　pers◎騰arra£oL三t　is　m◎re　of

style　f◎und　usua韮y圭鷺an　a疑tobi◎graphy，

　　　The　characteriza£ion　of　the　pr三ncipal　who　is　Ti無H繊簸is　made　by　describ圭薮g　his　Gwn

£houghts　a旦d　characterizatio益of　otkers　fol玉ows　by　Ti鷺Ht雛簸，s　lmpresslo貝s　o韮them．三

顧熊that　the麟obiograph量cal　sty至e　of　th量s　n◎ve1醗igh£be　brought　from‘David　C◎P－

per簸eld’（D三cke難s，　wr量tte虚n　1849－50），which　was　the　mos£favourite君◎reig無星itera撫re　of

Thein　Pe　My圭難t．

　　　The　c◎n£e飢s　of　th玉s　paper　are　as　f◎1正◎ws．

L　The　comparison　of　these　two　novels

2．The　receptl◎裁of　E難gl量sh韮iterat雛re　bプrhei簸Pe　Myi登t

3．The　i磁pression◎f‘Davld　C6ppeτ壼eld，　by　Thein　Pe　Myint

4．The　re亙atiG鷺betwee無the　commo数points　and　the　in員ue駐ce
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ヂ東より臼繊ずるが如く」における「デイヴ4ッド・コパフィールyjの影響について

は　じ　め　に

　テインペーミン（1947－78）は，その長編「東より日出ずるが如く」が影響を受けた作贔に，エ

レンブルグ（1891－1967）のYパリ陥落」（1942）だけをあげている1）。彼は「パリ陥落」の，ナチ

ス侵略蒲夜から直後という晴代設定と，レジスタンZの萌芽を示す結末を，r東よりfi　Nずるが如

く」の中に，日本軍侵略前夜から直後という蒔代設定と，抗日の萌芽を示す結末に利用した2｝。こ

れは，反ファシズムを闘った同時代作家としての共感による意識的受容によるものであった。

　しかし「東よりヨ嵐ずるが如く」は，「パリ陥落」のように，激動期の再現に効果的なはずの，

各思想潮流を代表する典型的人物による多元的視点を用いない。主人公の視点と語りで，その露己

形成の中に激動を描く。

この点で，テインペ縦ンの青都寺代の愛読書だったという，デ、ケンズ（1812－7◎）の「デイ

ヴィッド・＝パフィールド」の影響の有無が気にかかるところである。そこで本稿は，比較と受容

の経緯から，「東より日出ずるが如く」への「デイヴィッド・コパフィールy」の影響を考察する

ものである。

｛

　二作は，はたしてどの程度共通点を持つのだろうか。おおまかな比較を試みれば，まず：：f？はと

もに，章題のついた多くの章から成り，冗長で～気には読めない。これは，むしろ出版条件の共通

性によるものである。「東よりH出ずるが如く」（73章）は，1953年6月から57年1◎月，4年余にわ

たり月刊ミャワディ誌に連載された。「デイヴィッド・ロパフィールド」（64章）は，1849年5月か

ら50年11月，一年半にわたり分冊月刊で出版された。この分柵形式は，傍筋や挿話が各冊の頁を整

える役割を果たしたという3）。定期出版という条件と，作品の密度の希釈・冗長性は，ある程度糧

関すると考えられよう。

　次に，二作の題名の意味をとらえれぽ，「東よりH出ずるが如く」は，「陽の東より出ずるごと

必ずや来たらん　我が時代」というY我等ビルマ人協会歌」4）の一節に由来する。それは，太陽が

東から出るのが自然であるように，先祖代々ビルマに住むビルマ人がビルマの主人となるのが妾然

であって，その日は必ず再来するという意味である。作贔第10章で，玄人公ティンFウンが元郡長

を相手に，執拗にこの歌全節を解説する。それは特に，題に用いられた一節が，作中重要な意味を

持つからである。

　この一節は，後に日本軍の侵略を合理化する世論操作に巧みに瀦用された。194◎年頃から，様々

な落兆5）が復活した。それは，英国支配の崩壊を予醤するものと解釈された。この歌の一一eeも，東

方から昇る朝日の旗をかかげた救世主がやってきて，ビルマを異民族支配から解放するという意味

に鵡解された。旗はβ章旗で救世主は賃本軍だとささやかれた。
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論集第1号　　（1989年）

　「東より日出ずるが如く」は，この歌と共に成長した我等ビルマ人協会の最大の反英闘争である

1300年闘争6》を一つの山場にして，この歌の由解の中でB本軍を迎える1942年，歌の真意を解する

少数者の抗日決起で結ぶ。歌の一節が題名になったのは，その歌が口ずさまれた時代を再現して，

その意味を確認するためであったと考えられる。

　一方，「デイヴィッド・コパフィールド」は，主人公名が題となる。その意味は，具体的な原題

によって賜らかとなる。それは「プランダーストーン・ルッカジーの二代昌デイヴィッド・コパフ

ィールドの生いたち・習険・体験・並びに観察」7｝というものである。時代の典型的個人の視点で

独立顯争と青春を語る「東より日出ずるが如くAに対し，「デイヴィッド・コパフィールド」は個

人の身辺を語るものである。題名の意味するところにも，二作の共通性はない。

　次に二作の構成をたどれば，「デイヴィッド・コパフィールド」は，一，出生から囲苦を経て伯

母の庇護下へ（14章），二，学校時代（8箪），三，就職・結婚・再婚などの社会人期（40章），照，

十年後の後ff談（2章）におよそ騰分される。主人公の歩みが順調に語られるのは，第一の生いた

ち部分だけで，残る部分は脇役たちの傍筋や挿話が，主人公の観察で豊かに語られ，彼の私事より

光彩を放つ。原題の「生いたち・蟹険・体験」よりむしろ「観察」に比重が置かれるのである。

　「東より日出ずるが如く」にも，主人公と著名入の交流（第14，32，44，49章）や，主人公のか

かわった印象的人物（第29，46，53章）や，亡くなった著名人の思い鎧（第50章）や，友人たちと

の雑談（第39章）など，省略しても筋の進行を妨げない章は少なくない。しかし，「デイヴィッド

・コパフィールド」のように，脇役の身にふりかかる事件の観察が筋の進行を曖昧にするには至ら

ない。

　Y東より日出ずるが如く」は，一，生いたちの幽想（5章），二，1938，39年の13◎0年闘争をめ

ぐる学生運動（49章），三，臼本軍侵略前夜と抗H決起（28章）におよそ三分される。各構成部分

の文体は微妙に異なる。第一の國想部分は，敢えていえば「デイヴィッド・コパフィールド」習頭

風の，随想風自伝的文体，第二の部分は，挿話も入るが，新聞記事，声明，闘争現場の状況など記

録性が増す。文学というより歴史書だという批判が一部にある8）のも，三部分中最も長いこの部分

のおかげである。第三の部分では，不倫の清算や恋人の死などの劇的要素も加え，正義のたたかい

抗日にむかって，筆致は闊達となる。

　ここから，二作の共通点が，一人称の語りで，とりわけ習頭部分で生いたちが随想風自伝的に描

かれる点に見い出せる。冒頭に生いたちを配した溝成も，一見類似するが，内容の展瀾は異なった。

それは，自己形成の網違によるものといえよう。工作は，片や自己形成と併行して独立闘争の流れ

が筋を規制し，片や自己形成の流れを傍筋挿話が侵食するなど，自己形成だけが作晶のすべてでは

ないとはいえ，筋の大撫こは自己形成が用いられているという共通点がある。しかもその自己形成

の展開の相違が，二作の決定的な違いとなっている。

　そこで，二作の自己形成の展開をたどれぽ，デイヴィッドは，純真で優しく素直で嫌味がない。

誠意と努力で困難9）にたちむかう。彼の困難とは，爾親の死という運命のいたずら，義父や恋仇ユ
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「棄より日出ずるが如く」におけるrデイヴィッド・ロパフィールド」の影響について

ライアなど人並みはずれて性格の歪んだ老たちの陰湿なしうち，一時的なじり貧生濡などである。

社会の底辺にうごめく者たちへの優しい理解はあれど一線は画し，政治に興味はあっても深入りせ

ず，彼は作家として成功し，幸せな家庭も築く。作家活動の詳細は語られず，地位と名声と経済的

安定と愛の獲得を持って自己完結となす立志伝を大枠とする。

　一方，ティントゥンは，強烈な鰯性のない平凡な人物で，入並みのうぬぼれも勤揺性も持つ。当

時の多少進歩的学生の典型として，闘争の挫折感，巳本軍への過儒，人妻との過ちなどを犯す。断

片的に文学感もあらわれ，作家をめざすが，卒業後は新聞の外電翻訳者にとどまり，職業的成功は

ない。富や幸せな家庭の保障もない。その自己形成は，大半のビルマ人が日本軍の本質を見破れな

かった時期に，抗β闘争の先進となることで完結する。

　ティソトゥンの函難は，植民地下級宮吏の悲哀を息子の立身出世で晴らそうとする父の盲愛，植

罠地政府や日本軍の弾圧，闘争の主体たるべき我等ビルマ人協会や学生連盟の内部分裂など，あく

まで嶺時の鮭会矛盾と大きくかかわった。植民地ビルマでは，億人の運命は榿国の運命と一体化す

る。自覚的な綱人の解放と自己実現は，祖国の解放なくして考えられない。植民地の青年知識人の

自己完結は，デイヴィッドのように個人的成功で紳士の世界に仲間入りすることではなく，解放灘

争の先進となることであった。

　露己形成の相違と並ぶもう～つの大きな樵違は，査人公を取り巻く人物像の役劉である。自己形

成の重要な要素・女性との愛は，「デイヴィッド・コパフィールド」では，主人公の薄幸の母を思

わせる幼な妻ドーラとの結婚と死別，常々姉のように彼を支えた気高いアグニスとの再婚に描かれ

る。しかし愛の波乱は，作品全体を柱として支えない。なぜなら，四十余名の登場人物の中でも鰯

性豊かな主要人物が，主人公をしのぐ人間臭い魅力を持ち，主人公の知らないところでも交流し，

それが筋に偶然の出会いや意外な展開をもたらすからである。

　例えぽ，デイヴィッドが淡い好意を抱くエミリーは，許婚のハムを捨て，デイヴィッドが劣等感

まじりの好意を抱く，紳士然としたスティアフォースと出奔し，乳母ペゴティーの兄がそれを追跡

する。また，債権地獄から不死鳥の如くよみがえる隣人ミ＝一バー氏は，デイヴィッドの善良な学

友5ラドルズと共に，仇敵ユライアを追いつめる。紳士の欺隔と庶畏の健全，あるいは善良と邪悪

を鰐比するこれらの傍筋は，学習という点でデイヴィッドの自己形成と無閣係でないとはいえ，後

の私事からはやや遠ざかる。

　一方，「菓より日出ずるが如く」では，二百余名の登場人物のほとんどが実在実名で，うち五十

余名がティントゥンと薩接かかわる。彼と四名の女性との愛は，独立闘争と並ぶ自己形成の要素と

なる。特異な容貌と性癖の唯一の悪役・日本軍特務の手先タキン・ティンヂーも，彼女たちの描写

を食うほどの存在ではない。人物群像の円心にティントゥンがいて，人々との交流が彼の高揚や低

迷に鰯別に影響する。

　このように二作は，内容的にはまったく異なる作品であった。その共通点は，主人公の一人称の

視点，自己形成を大枠とした筋，随想風自伝的に語られる冒頭の生いたちなど，形式的測藏にのみ
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論藥第1号（1989年）

晃い出せた。ここから何らかの影響関係が導きだせるか否かを，次は受容の過程から探ってみたい。

2

　外国人作家の中ではディケンズを，彼の作品の中では「デイヴィッド・＝パフィールFjを最も

好んだテインペーミンは，他にどのような外国作贔にふれたのか。彼はビルマ近代作家の中では，

外国文学を多読する方ではなく，それに関する評論も皆無に近いle）。わずかに彼の自伝などに外国

文学11），主に英文学との出会いが語られるだけである。

　それによると，彼が英文学と集中的に出会ったのは，植民地教育体鰯の中・高等教育英語授業の

中である。高校12｝教科書には，「シェイクスピア物諭，挿絵付き要約版のrゼンダ城の虜」，「ソ

ロモン王の洞窟」B），「デイヴィッド・コパフィールド」，大学！4｝ではシェイクスピア戯賄，「エレ

ホン」IS），ワーズワースやシェリーやキーツの詩，それにディケンズの「大いなる遺産」が使われ

た。

　このうち，テインペーミンはディケンズに次いでシェイクスピア（1564－1616）を好んだ。その

理由を彼は次のように述べる。

　「彼の配役には，人問も神も動物も一通り揃っている。しかしすべての配役が，人間祉会の内実

を反映するものぽかりだ。

　シェイクスピアは，あらゆる種類の登場人物の語る言葉や振舞や出来事を描きながら，人文主義

と人間の基本的価値を謳歌した。jlO「

　とりわけテインペーミンは，シャイロックの金欲，マクベスの権力欲，リア王の姉娘たちの恩知

らずな狡猜さなどの悪の描写に興味をそそられている。

　個々の作晶では，彼は「テンペスト」17）と「ロミオとジュリエット」を好んだ。「テンペスト」

にっいて，「実に愛すべき物語である。この物語は，私の空想力を雲の上へと昇らせ，宇宙の果て

へとはぽたかせた。プロスペローは私の英雄となった。jl8）と述べられる。

　幼い頃から芝居好きで，学生芝居の脚本も書いていたテインペーミソは，ビルマの人形芝居の行

着19）を王子や王女以上に愛した。薬を調合し，空を飛び繊る行者を，霞然を克服した人間の象徴

ととらえた。彼は，人聞と精霊の混在する「テンペスト」の世界に，ビルマ伝統芸能の世界を，プ

ロスペローの中に超人・行者の姿をだぶらせた。

　rロミオとジュリエッF」は，肉身に生じていた類似の事件20｝を彼に想起さぜ，特朋身近なも

のに感じられている。この麟由は，引き裂かれた愛，死による解決という悲話が，銑に数ケ国の作

品を経て戯臨に昇華されたものだけ21）に，国境を越えた共感を彼に与えた。

　英國大衆小説の系譜に属する作品は，テインペーミンのクラス中を熱中させた。ビルマで再々翻

案，翻訳，映画化される22）人気小説「ゼソダ城の虜」を彼も，f小説全体が，明賭の影づけの巧み

な，筆使いの秀れた絵画の如く芸術的」23）と讃え，教科書全文の暗唱までするという打ち込みよう
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「東より醸串ずるが如く」における「デイヴィッド・＝パフィールド」の影饗について

であった。

　同様にビルマで愛好される24｝ハガードの秘境・古代ものrソロモソ王の洞窟」も，生徒たちを

ハガード熱にかりたてた。他のハガード作品に取り組む彼らに習って，テインペーミンも，同じく

冒険家の記録形式による一人称小説「洞窟の女王jr二人の女王」「女王の復活」25）へと読み進む。

　これらの受容を強力に支えたものが，高校での英語の授業26）の魅力だった。そこでは英語だけ

が使用され，テキストはただの語学教材ではなく文学作品として分析批評され，その飽の外国文学

についても講じられた。さらに英文エッセイの執筆が課せられ，文章作法が教えられた。この作業

はその後の彼の執筆繕動，とりわけ政治関係の原稿執筆に役立ったという27）。

　それに比べると，大学の英文学の講義は魅力に乏しく，「文学的な知識，鑑賞，技法のいずれも，

高校時代よりずば抜けて高度だとは言い難い。高校時代に得たものを定蒼させる程度」28）であった。

　「私は『ソPtモソ王の洞窟』，『ゼンダ城の虜選，『デイヴィッド・コパフィールド調を読んで以来，

小説を書きたい気持が生じた」29）と，彼は高校時代に小説家を志す。彼は，これらの教科書から，

創作に関する多くを学んだ。

　例えぽ，「ソロモン王の洞窟」の序文「鋭い槍は磨く必要がない」鋤　という～文は，彼の座着の

銘となっている。内容が真実ならぽ美辞麗句は不要という主張は，豪蒔の英国文壇に放たれている

が，テインペーミンにとっては，ビルマ近代散文への福音であった。それは「私の文学観と文体に

おおいに影響を与えた序文であった。学校のエッセイを書くにしても，小説や評論を霧くにしても，

やさしい用語とごく普通の表現で書くよう努力した。」31）

　また，筋や人物描写は印象的ではなかったという「エレホン」も，その強烈な皮肉や風刺を示す

ための人名地名の音韻転換を，彼は未完の長編「女傑」（1934）32）にとりいれたという33）。そして，

「ロミオとジュリエット」も，彼の処女作短編曖翻者キソ」（1933）34）の購繊文体に影響を与え

たという35）。

　ティンペーミンが古今の英文学からそうした示唆を得たのは，そこに描かれる世界を先進圏の異

文化として学んだためではない。ビルマ伝統文学に共通する題材や，国境を越えた人間の営為が，

従来のビルマ文学をしのぐ洗練された形式で描かれていたためである。彼は「paミオとジュリエッ

ト」についても，次のように述べる。

　「いかなる国にもそういった類の話はある。しかし，シェイクスピアの筆の巧みさゆえに，世界

で最高のものとなった。人問性の描写にすぐれ，文章は豊かで美しく，比喩や踏韻による装飾がた

っぷりしている。」36）

　シェイクスピア作品の背景をなす世界は，王朝時代終焉の余臆くすぶるビルマにとっては，つい

昨日の世界であった。その豊饒なせりふのやりとり，軽妙な酒落や，比喩，教訓の類もまた，ビル

マ宮廷文学の執鋤な嚢現に慣れ親しんだテインペーミンに，違和感なく受容された。むしろ，従来

のビルマ文学に欠ける人物描写や構成力が，薪鮮な魅力となったと言えよう。

　また，ハガードが英鑛で熱狂的に歓迎されたのは，帝国主義国家の国民から見た「未開」「探椀
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が新鮮であったからだろうが，それは，ビルマ人にとっては神秘でも新鮮でもない。宝探しも，厳

しい自然との闘いも，呪術も，輪廻転生も，その伝統芸能や文学の世界のみならず，日常の中に存

在した。ハガードがテインペーミンをひきつけたのも，それらを表現する小説という洗練された形

式のゆえであった。

　当蒋のビルマ小説に対する充たされぬ思いを，テインペーミンは長編「ストライキ学生」（ig38）

の主人公で彼の分身ともいうべきニョウトゥンに，こう吐露させている。

　「ぼくも小説は好きさ。でも，良い小説を読みたくったって，ビルマ文学の中では見い出せない。

我が国の小説は俗悪だ。ピーモウ＝ンだけだね。小説家の名に値するのは」37）

　ニョウトゥンは，英語で外国文学を読めと友人に勧めて，さらに語る。

　「上手なビルマ語を書くためにビルマ語の小説を読むなら，悪の文まで駄目になるよ。奴さんた

ちの文は，スタイルなんて眼中にない」38）

　ニョウトゥンは，ビルマ語の運用能力を磨く程度にビルマ古典作晶に昌通ししておき，あとはす

ぐれた英語の文章から学ぶべきだと主張する。

　テインペーミンは，嗣じ学校教材であったビルマ文学39）も熱心に読んでいる。しかし後年「読

んだ時の感覚だけが記憶に残っている」4e｝という感性的受容であった。彼の感性を魅了した小説「シ

ュエーピーソウ」や「キンミンヂー」も，一部に韻文を混じえるなど，形式的には宮廷文学の名残

を留めた。彼はタキン・パタウンの散文にも一蟹澱き，翻訳家としては彼を評価するが41｝，小説家

としては，芝居がかった大仰な表現を用いないピーモウニン42）のみを評緬した。

　ビルマ語が公用語としての市民権を得ない植民地社会において，ビルマ語散文で小説を書く作家

は，貧函とたたかいながら創作せざるを得なかった。ピーモウエンもその例にもれず，短い生涯を

不遇のうちに燃え尽きてている。質の高い散文小説に恵まれぬビルマ文芸界に飽き足りなかったテ

インペーミンは，その限られた英文学との出会いの中に，近代散文の範を求めたのであった。

　なお彼にとって，英詩だけは難解かつ退属であったという43）。すでに作家活動と共に政治活動を

開始していた大学時代，彼は，英詩はもとよりビルマ詩さえ軟弱なものとして拒否する頑迷さを持

っていた。彼はペンを独立闘争の武器に用いて，その主張を効果的に表現する手段として散文小説

を選んでいたので，抽象的，象徴的な詩歌に魅力を感じなかったのである。

3

　テインペーミンはディケンズを，「英国小説家中最も有名で人気があったj44）という。が，彼が

ディケンズにふれた192◎年代末から30年代は，英国国内でのディケンズの評価が低落していた時代

である45＞。またビルマ顯内でも，ディケンズは最も人気のある英国人作家の部類に入らない46）。彼

がふれた限られた英文学の中で，ディケンズが最も魅力あふれる作家であったというわけなのであ

ろう。
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　英文学からビルマ文学にない形式的新しさを学び取った彼が，ディケンズの「デイヴィッド・＝

パフィールド」を好んだのは，そこに卓越した新しい魅力を見い趨した故と思われる。それは何だ

ったのか。再びその自伝から探ってみよう。

　彼は，ディケンズがこの作品を最愛の子のように愛したことを引用し，「私も『デイヴィッド・

コパフィールド』が，他の英国小説よりもずっと好きだった」47）と述べる。そしてその理由に，「主

人公の痛々しい境遇」と「比類なくすばらしい文学表現」をあげる。

　具体的に前老には，出生前の父の究，母の再婚相手の非情さ，非力の母の控え属な愛と死，奉公

先での過酷な労働をあげる。さらに「当時の非常にむごい少年労働の閥題がとらえられている。工

場や仕事場の光景が描かれている。工場主や社主の情知らずの搾取的性格を浮き彫りにしている」

と，「困苦と哀れに満ちた」主人公の人生の背景の社会闘題にも注鼠している48）。

　後者の，「表現」については「デイヴィッドが発たとおり，考えたとおりに書いているので」鋤

実に巧みだと，一人称の語りの効用を認める。他の英文学岡様，この作品も異文化としてでなく，

ビルマのH常と溶け合って受容された。例えぽ，バーキスののろまな馬車は，彼が幼い頃鰻ったま

ま揺られていった隼車を，ハムに背負われるデイヴィッドは，幼い頃村の若い衆に背負われたこと

を彼に思い出させたという50）。

　これらの述懐から，彼がこの作贔に見い出した，飽の作家にない魅力は次のように考えられる。

　同じ教科書の「シェイクスピア物語」は，300年前の英語を意識して会話に生かしたという51）散

文小説であった。内容的に学ぶところはあれ，散文小説の近代的範とは欝い難い面がある。

　逆に，「デイヴィッ｝’“　’コパフィールド」同様の一人称の回想形式である上，形式面で多くの示

唆を与えた「ゼンダ城の虜」やハガードのシリーズは，社会性の薄い買険物であり，内容的に学ぶ

ところは少ない。それらに対して，「デイヴィッド・コパフィールド」は，社会性のあるN常的な

現実が，巧みな表現で描かれた。つまり，彼にとってのこの作品の魅力は，内容と形式の統一され

て近代散文小説としての魅力だったと言えよう。

　しかし，そのような魅力は，ディケソズ作品セこほぼ共通するものであろう。彼が読んだ他のディ

ケンズ作品をしのぐ，どのような魅力が「デイヴィッド・コパフィールド」にはあったのか。彼は

自伝でそのあたりにこうふれている。

　「十学年の時バルーン先生の指導で『デイヴィッド・コパフィールド』を学んでいた私にとって

は，大学で『大いなる遺産』を学んだからといって，ディケンズ文学に関する知識や鑑賞眼が自に

見えて深まったわけではなかった。しかしながら，私はディケンズの作贔を霞分で読み進めた。窪ピ

クウィック・クラブ』，『ナリヴァー・トゥイスト』，『二都物語書など」52｝。

　これらを読んで彼は，デイヴィッドとべッツィーを「大いなる遣産」（1861）のピップやハヴィ

シャムと比較したり，筋に重点を置く小説と置かない小説の比較などを試みたという。しかし，そ

れ以上それらへの言及はない。それらは，彼の「デイヴィッド・コパフィールド」理解を補うもの

にすぎなかったようである。
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　それらの作贔も社会性や巧みな表現を持つとはいえ，ドピクウィック・クラブ」（1836－37）は筋

に一貫性がなく，一方「オリヴァー・トゥイスト」（1837－38）やr二都物語」（1859）は，自己形

成が描かれず筋の展開が重要であるなど，「デイヴィッド・コパフィールド」とは異なる性格の小

説である。

　しかし，ヂデイヴィッド・コパフィールド」岡様の一人称回想形式で自己形成を藷り，それ以上

の劇的展開を見せる点で，遙かに近代小説らしいド大いなる遺産」に，テインペーミンがさほど心

を動かされた様子がないのはなぜか。

　「大いなる遺産」は，紳士めざして成り上がろうとするピップが，挫折によって内的成長するの

に魁し，人生に勝利するデイヴィッドは，内颪的深みに欠ける。燧性的人物や社会批鞠でも，「大

いなる遺産」は「デイヴィッド・コパフィールド」に勝るとも劣らない。テインペーミンの関心事

が，自己形成の展開になかったからか。それとも彼が「大いなる遣産」の暗さより，「デイヴィッ

ド・コパフィールド」の余裕たっぷりの楽天性やユーモアを好んだからか。

　彼が「デイヴィッド・コパフィールド」のどこにひかれたかを明らかにするfeめに，再びこの作

品への彼の印象にたちかえろう。彼は「デイヴィッド・コパフィールド」の中で印象深い情景や人

物として，デイヴaッド誕生真近かの医者のせかせかした動きと伯母ベッツィーの悠然たる態度，

炎に嚢切られて以来，男を憎んで男の子すら嫌うベッツィー，つまらぬ謡を聞くまいと真綿の耳栓

をつめるその奇行（第1章），りんごとまちがえて小鳥がついぼみそうな赤く固い頬の乳母ペゴテ

ィー（第2章），運送麗パーキスののろまな馬（第3章），大男のくせに童顔のハム（ag　3章），口

笛を吹こうとするが音が出ず罵の耳を眺めるパーキス（第5章），ペゴティーへのバーキスの風変

わりな求愛（第5輩，第8章），二人のひどくあっさりした結婚（第10章），頭が卵のようにつるつ

るで，どうにかなるが口ぐせのミコーバー（第1璋）などをあげる。

　ここからあきらかになるのは，第一にテインペーミンが，「主人公の痛々しい境遇」よりむしろ

「比類なくすぼらしい表現」に，つまり，物語の進行係であると同時に鋭い観察者である主人公が

語る細部の描写にひきつけられていることである。

　第二に，これら印象的清景や人物が，すべて習頭の生いたち部分に集中することである。その後

に登場する重要人物，例えぽアグ品ス，ユライアのみか，生いたち部分に出ている筈ので副生的学友

スティアフォースやトラドルズ，それにエミジーまでもが無視される。最愛の書といいながら，そ

の四分の三にも及ぶ範囲の印象が語られないのは奇妙である。しかもこの照分の簗の内容はもはや，

テインペーミンのいう，主人公の「痛々しい境遇」ではないのである。

　そこで問題となるのが，彼が読んだという教科書である。当時高校教科書として出版されていた

「デイヴィッド・コパフィールド」には三種類あった。第一は，児童向けにやさしく轡き改めた要

約版，第二はオリジナル版，第三は原文に藻筆修正せず，「長すぎる詳細部分を取り除き，一＝ンパ

クトにして出版されたもの」54）であり，彼の教科書は第三のものであった。省略箇所は明らかでは

ない。
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　テインペーミンの印象部分から察するに，その第三の教科書は，冒頭の生いたちの回想だけのも

のだったのではあるまいか。そこからさらに，エミリーら数名のかかわる箇所が省略されていたの

ではないかと考えられる。その後の彼の述懐を見ても，翻訳を含めて彼が全章を通読した可能性は

ほとんど考えられない。

　この部分は少年時代のみで，自己形成のごく初期にすぎないから，テインペーミンがこれを自己

形成の小説として認識していた可能性も極めて薄い。とすれぽ，「大いなる遺産」に彼が関心を示

さなかったこともうなづけよう。

　テインペーミンがディケンズの主人公たちの自己形成に関心を持たなかったのはなぜか。デaケ

ンズの農己形成は，紳士の世界の仲間入りをすることで完結する。傍流の大衆小説でさえ，本国を

離れて放浪する主人公たちは「紳±」を強く意識させられる。「ゼンダ城の虜」のルドルフは，紳

士らしく堂々と戦っていさぎよく身を引くが，紳士の画子が真実の愛の障害となる。「ソmモン王

の洞窟」のアランは，危険のさなかにも紳士のあるべき姿に思いを馳ぜる。しかしテインペーミン

は，彼らの紳士への執着に注扇さえしない。女王陛下の忠実な臣民たる紳±の幸福が，植民地搾取

を不可欠の条件とする以上，彼は紳士を霞標とする自己形成に侮の共感も見い出せなかったのであ

ろう。

　冨頭部分だけの「デイヴィッド・コパフィールド」が彼の愛読書となったのは，それが少年の苦

難の生いたちを描いて，児童文学的まとまりをも持ち，それなりに完成度のある作品になり得てい

たからではないか。

　他の作晶にない，この部分だけの特徴は，少年時代が自伝的にゆったり圏想されたことである。

テインペーミンがひきつけられた，日常的現実の効果的な描写は，自伝的園想の世界を与えられて

最も輝きを放ったといえよう。

4

　以上の受容経緯から，二作の共通点と影響関係の有無へたちかえることにしよう。まず，第一の

共通点であった自己形成は，「デイヴィッド・コパフィールド」とはかかわりのないことが明きら

かになった。テインペーミンが読んだ留頭部分は自己形成の初期にすぎず，彼はディケンズの主人

公の自己形成そのものに関心を持たなかった。彼の作品で人物の成長過程を描いたものは，「東よ

り日出ずるが如く」以外にもあり55），いずれも彼自身の必要性から生みだされたものと考えられる。

　第二の共通点である一人称の視点もまた，「デイヴィッド・コパフィールヂ」のもたらしたもの

とは考え難い。なぜならそれは，大衆小説はじめ彼のふれた飽の英語作品にも見い出せた。彼はそ

の上，「棄より日出ずるが如く」以前にも一人称小説を書いている56）。それらには，一入称を用い

る彼なりの理由があったと考えられ，「東より臼出ずるが如く」の一人称は，むしろそれらの延長

線上に存在するものである。
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　第三の共通点である，自伝的随想風語りによる生いたちは，受容の経緯から，他の作晶に見られ

ぬ「デイヴィッド・コパフィールド」独自の特徴であり，かつテインペーミンを最もひきつけた特

徴でもあることが，明きらかになった。では，この第三の共通点を二作の影響関係と結びつけるこ

とは可能か。

　実は，この部分が強烈な印象を与えただけでなく，「東より日出ずるが如く」執筆時のテインペー

ミンの頭に，無意識にせよ去来していたことを物語る箇所が，作中見い出ぜる。第29章「老嬢の浄

財」で，ティントゥンが，資金カンパと夕食の施食を受けに富豪宅を訪れる。家長で，五人の老嬢

の厳母の描写に次の部分がある。

　「老婦人がうつむいて自分の体を見たので，ぼくもついつられてそこを見た。すると，老婦人の

エンヂーに小さなポケットがついているのが饅に入った。老婦人はボケッ5を探って，丸めた綿を

取り出した。そしてそれを両耳に詰めこんでふさいだ。これは，娘たちに鷺いたいことを言ってよ

いという許可の合図だと思われた。」5η

　耳栓をした老婦人は悠然と食事をし，ティンDンは4◎才から60才までの4名の老嬢のおしゃべ

りの渦にさらされる。

　一方，「デイヴィッド・コパフィールド」第1章「出生」で，ベッツィーの奇行が次のように描

かれる。（なおこの章は出生前ゆえデイヴィッドのみの視点ではない。）

　「医者と看護婦の連合軍は，それぞれ数分のちがいで鋼着したが，冤ると炉のまえには，帽子を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せん左腕に結わえつけ，耳には宝石麗の包み綿の栓をした，おそろしく物々しい格好の見知らぬ女が一

人，すわりこんでいるのを見て，すっかり驚いてしまった。……略……なおポケットには，まだ宝

石麗の包み綿をしこたまつめこんでおり，そのまた一部をそんなふうに奇妙な耳の栓に使っている

のだが，それでいて威容は一向に崩れていないのだった」

　彼女と対廃するはめになった気の弱い医者がその耳栓のことを閥う。

　「『なんですって！」伯母は，まるでコルク栓のように詰め綿をひっばり出して答えた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ　お
　チリヅプ先生は，その素早さにすっかり気圧されてしまい一とは，後になって母に言った言葉な

のだが一やっと度を失わなかったのが，せめて関の蜘というところだった。だが，彼は，もう一度

やさしくくりかえしてみた。

　『なにか耳でもお悪いんで？』

　『つまらん話だねえ！3そう答えて，伯母はまたぴたりと栓をしてしまった。」58）

　ベッツィ～伯母はこのあとも，必要が生じれぽその都度耳栓をはずし，医者に言いたいことだけ

伝えてすぐ閉じるという振舞に及ぶ。耳栓に関する描写とその効果は，「ディヴィッド・コパフィー

ルド」の方がはるかに強烈である。頑強に世捨人の独身生活を送る男嫌いの雷伯母と，社会と隔絶

した豪壮な屋敷の奥深く，五人の老嬢の上に女王の如く君臨する厳母，この個性的な二人の女の使

用する耳栓は，偶然の符合であろうか。

　この場面はテインペーミンの自伝でも，「知らせを待つベッツィーと多虻の医者の描写は，最良
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「東よりβ出ずるが如く」における「デイヴィッド・コパフィールドjの影響について

の場面の一つ」59）と述べられる。その印象の強さがうかがえるというものである。これが厳母像へ

の無意識の暗示を与えたとすれば，「東より日出ずるが如く」執筆中のテインペーミンの脳裏には，

「デイヴィッド・＝パフィールド」冒頭部分がなお彿御し続けていたことになりはしまいか。

　そこで，二作の冒頭部分の意味をあらためて考えてみたい。ディケンズにとって，ヂデイヴィッ

5“・＝パフィールド」は特溺な意味を持つ作晶であった。作者の「実人生を，他のどの小説よりも

多く，あからさまにとり入れた」6e）からである。それはまた，作者の生いたちを初めて語った作贔

であった。彼が牽二歳の時，一家は破産のため負債老監獄に入り，彼だけが靴墨工場で劣悪な労働

条件のもと，数ケ月働き続けた。彼はこれを，屈辱的体験として長年胸に秘めていた。そしていっ

たん自伝も書きかけたが，あまりの惨めさに断念し，作家生活半ぽでようやく，デイヴィッドの少

年時代にそれを織りこんだという61）。

　留頭部分には，さらに幼少時の牧歌的環境も語られるが，破産事件はそのままではなく形を変え

られる。靴墨工場の苦汁は酒瓶屋での奉公に，作者の両親の姿は破産をくりかえしながらも楽天的

なミコーパー央妻へと変えられる。自伝をこのように変えてしまったのは，作家として成功した後

もなお，ディケンズが階級意識先鋭な紳士の世界にあっては，自己の苦節を汚点としてとらえてお

り，それをあからさまに語ることを恥じぬほどの自己解放をなしえていなかったことを意味するの

ではなかろうか。

　一方，「棄より日出ずるが如く」も，初めて作者がR伝をとり入れた小説であった62）。とりわけ

冒頭の5章では，自伝はほぼそのままの形で用いられる。出生地，親の職業と性格，学校生活，ラ

ングーソ大学に進学してカマーユッ地区に下宿するまでのティンFウソの環境は，自伝どおりであ

る。

　しかし，ティントゥンは作者とは異なる性格を与えられる。彼は作者より2，3才若い。この暁

期の2，3年の差は無視できない。主人公の進学当時，すでに我等ビルマ人協会の影響が学生運動

に及んでいた。先進的な一匹狼の作者と異なり，ティンFウンは「波間を漂うほていあおいさなが

ら」63）付和雷同的に運動に加わる。

　この部分は「この物語で重要な役割を演じるぼくという人間」64）を読者に理解させる箇所である。

完全無欠の英雄でなく，人格未完成ではありながら，基本的をこは民族的自我が覚醒しており，き「た

るべき大闘争参加の苓地を持ったティントゥンの性格が説明される。作者の自伝は，それに現実性

を持たせるために効果的に活用された。

　第二の部分で，いったん作者とティントゥンは完全に分離する。テインペーミンは先輩活動家と

して，ティントゥンと交流する。作者は在学中から政治と文学を両立させた。政治澹動を理由に当

局から強麟入寮させられ，卒業後専業作家，インド留学を経て，帰国して1300年闘争に学生スト捲

導でかかわる。一方ティン5ウンは，入寮ぜず地域で生活し，中級指導者としてストに参加する。

　この部分で記録性が増すのは，テインペーミンが，歴史的真実の客観的再現の必要性を痛切に感

じていたためである。というのは，1300年闘争の学生スト解除間題の総括がいまだ定まらず65），解
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除の責任者として彼が我等ビルマ人協会を除名されたという汚点もさることながら，β本軍のビル

マ侵略を円滑ならしめた原圏が，1300年闘争の総括と無関係ではないと彼がとらえていたためであ

る。彼は，闘争直後にいったん鳳顧録を書きかけ，断念した。そして，十数年後に，自分とは全く

異なる，平凡で動揺しやすい中級指導者の個人的体験として，事実を客観的に描こうと努めた。

　第三の部分で，作着とティンyウンは再接近する。人民革命党66）への入党や，ラングーン空襲

や，日本軍からの武器受取りのための待機などで，作者の体験が主人公のそれと重なる。人妻マ・

ミャフミーとのシャン旅行は，1939年の中緬公路見学のための作者一人旅の体験も生かされている

であろうし，中でもインレー湖の描写には，恩師バルーンのインレー湖に騨するエッセイの影響が

あるという67）。

　ただ，人民革命党入党の動機は各々異なる。ティン5ウンは，当蒔の進歩的青年の典型として，

1300年闘争の挫折を武器を持たなかったことによるものととらえ，日本軍の武器と資金の力で独立

のための武装閣争を戦うために入党するが，作者は当初よりβ本軍を過信せず，ひたすら，日本軍

の力を利用して英国をビルマから追い出し，その後ただちにビルマ人の政府を樹立して属本軍と闘

うという空想的な持論を宣伝するため68）に，入党する。

　臼本軍の武器投下がなかったことでB本軍を疑い出したティントゥンは，同じ人民革命党の岡志

であるテインペーミンと接触して，急速に彼の思想に近づく。作者が国内を潜伏の後インドに脱出

するのに射し，ティンFウγは日本軍政下のラングーンに潜入して抗日闘争に入る。作者の潜伏時

の体験は，ティントゥンのマンダレー・ラングーン間の旅に生かされ69），結末においてティントゥ

ンは国内に留まるもう一人のテインペーミンに昇華させられる。

　ティントゥンの印象として自在に語られる人びとのほとんどが，作老とのかかわりを持つ実在の

人物である。また，自伝と照合すると，実名ではないがモデルになった人々の存在も明きらかにな

る70）。なお，女性像だけは，特定のモデルはなく，数名の実在の女性の混合だという71｝。

　ティントゥンの爾親は，作老の澗親がそのまま用いられる。ラングーンの息子を訪れ，その後故

郷で突然究ぬのが，現実には父親でなく母親である点だけが異なる。作老の母親は1941年，父親は

1956年に亡くなった。作中では，父の盲愛や虚栄が植民地下級官吏の悲哀のもたらすものとされる

が，現実には作者は父親の死の日まで確執を持ち続けた。父が母を虐待し，母の死後娘ほどの歳の

女性とすぐに再婚したことも原因である72｝。

　ディケンズの「デイヴィッド・コパフィールド」への思い入れとその自伝のかかわりを，テイン

ペーミンは知る由もなかったかもしれない。しかし，ディケンズの自己を語ろうとするひそかな熱

意は，「デイヴィッド・コパフィールド」雷頭部分に迫真的な完成度をもたらし，高校授業の巧み

さともあいまって，テインペーミンに強い印象を与えた。それはまた，彼に作家志望の契起を与え

た。未だ成熟にほど遠いビルマ近代散文小説に充たされなかった彼は，英文学に多くを求め，つい

にヂデイヴィッF・コパフィールド」に近代散文小説の範を見い餓した。

　青春晴代の柔軟な頭脳に刻印された「デイヴィッド・コパフィールド」の，たっぷりとしたX一
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「東より田出ずるが如く」における「デイヴィッド・コパフィール肖の影響について

モアや鋭い観察や巧みな筆さぽきによる社会批評などに満ちた，自伝的随想的語り口の生いたち部

分は，2◎年余の時の流れを越え，「東よりH出ずるが如く」留頭の生いたち部分の語り口や，厳母

の耳栓の描写などによみがえった。それは意識的な模倣や改ざんではなく，作者独自の執筆動機に

よる展開の中で無意識のうちに表出した，きわめてゆるやかな影響であったと言えよう。

　自伝形式の，小説における現実的効果を認識したテインペーミソは，かくして霞伝をその長編小

説に利用したが，その用い方はディケンズのそれとおのずと異なった。ディケンズが，小説という

虚構の中にひそかに自己を語ったのに鮒して，テインペーミンは自伝を巧みに用いて自己を語るよ

うに見せ，小説に現実性を与えながらも，虚構の青春を創造したのであったから。

お　わ　り　に

　ディケンズは，多くの外国作家に愛読され，あるいは影響を与え，翻訳されてきたという勘。テ

インペーミンのように，無意識のうちに影響を与えられた作家も少なくなかろう。陳より銭出ず

るが如く」に影響を明確に与えた＝レンブルグでさえ，ディケンズを少なからず意識しているふし

がある74｝。

　外鷹文学の模倣・改ざんなどは，ある意味では文学史発展の原動力であり，原作をしのぐ改作も

世界文学の中では珍らしくない。しかし，外撰文学依拠をビルマ文学の質を低めるものとして批判

してきたテインペーミンの代表作に，異なる時代と性格の二作家の影がみられたのは，ニナ世紀の

激動のなせるわざであった。

　なお，國内の鮭会問題に向けられたデKケンズの批判の眼は，女王の軍隊の海外でのr活躍」に

まで向けられなかったからであろうか。「デイヴィッド・コパフィールド」の中では，インドも，

ベッツィーの別れた央が死んだらしい地（第1章），デイヴィッドの師ストロングの妻の，いわく

ありげな従兄が土官候補生として赴任する地（第18章），スティアフォースの「こんな楽しい晩に

暖炉端を空けておくなんて一しかもこんな大事な席をですよ一ぼくは，たとえインドぜんたいの富

をやると琶われたって，断るな！」75）というせりふなど，遠くの異撮ととらえられるだけである。

　そのようなディケンズには，「デイヴィッド・コパフィールド」完成の2年後，1852年に，その

インドの隣のビルマの磨半分が英領となったことも，いささかの感慨をもたらす事件ではなかった

のかもしれない。そして当然のことながら，その死の15年後にピルマ全士が英領化され，高校教科

書に使用された「デイヴィッド・コパフィールド」欝頭部分に刺激を受けた青年が作家となって，

後にその影響をにおわす反植民地主義小説を書くなどとは，想像すらしなかったであろう。

　一方，そのディケンズを愛したテインペーミンも，「デイヴィッド・コパフィールド」と薪東よ

り日出ずるが如く」が，各々の作老の作家生活において果たした役割の類似までは知る由もなかっ

た。二作は，ともに作家生活の半ぽで書かれた。「デイヴ4ッド・コパフィールド」は，ディケン

ズが小説を書きはじめて16年後にはじまり，彼が最後の小説を欝く2◎年前に完結している。一方，
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「東より日出ずるが如く」も，テインペーミンが小説を書きはじめて20年後にはじまり，彼が最後

の小説を書く2◎年前に完結している。作家としての出発点で自伝を用いた作品を書く作家は珍しく

ないが，この二人は作家としての地位を確立した後，作家生活の折り返し点で初めて自伝を作品に

取り入れた。そして，自伝を小説に取り入れる作業の中で来し方をふり返ったことにも一因がある

のだろうか。これら自伝を取り入れた小説以降，二人の小説の傾向は変化していく76）。二作が，各

々二人の作家の作風転換の節員に位置したというのは，興味深い偶然という他はない。

註

1）B－8p．54．

2）これについてはト37参照のこと。

3）　J－81p。415訳者後言己。

4）我等ビルマ人協会（タキン党）は，1930年5月の印緬両畏族衝突後に政治文霧を配布して発足した政治結

　　社。後に独立闘争の霊要勢力となる。協会歌はYM8A・サヤー・ティン（1893－1950＞らの創作。王930年

　　7月19貨ラングーン大学で初めて歌われた。B－13（5）p．44－45．
　　　　　　　　　　　　　　　　わざうた
5）古来日本でも天変地異の前に童歌の流行があるが，ビルマでも童子，旅芸人，狂人等の欝った言葉や戯歌

　　に予兆を見て運命を占う落兆が，混乱期に流行した。1940年前衡こは，コンパウン時代（1752－1885）崩

　　壌薩前に盛んだった歌が，斬たな意味を帯びて復渚した。

6）1938－39年，ビルマ暦1300年にあたるこの時期に，濡闘労働者スyを発端として，我等ビルマ人協会の指

　　導で圏われた，労働考・農罠・学生らの反英植昆地闘争。

7）E－2の原題参照。主人公名を題名とすることは，「ジル・ブラース」「Fム・ジョーンズ」「モル・フラン

　　ダースjなどの悪漢小説に見られる傾向であるが，ビルマでも初期の近代小説にこの傾向が見られる。

8）　B－10p。206．

9）自己形成が描かれるか否かが悪漢小説と教養小説の一つの境界であるが，この作品をディケンズ作品中悪

　　漢小説の最も教養小説に接近したものととらえるJ－33のような考えと，教養小説簸初のものととらえる

　　考えに溺かれる。J－21は後者の立場に立ち，父・女・金の3つが教養小説の主人公の遭遇する試練であ

　　り，これに対処しつつ成長することを，教養小説共通の特徴と見る。（p．20－3G）なお，教養小説は「紳

　　ijから薪芸術家」の霞己形成を描くものに発展し，悪漢小説からは，主人公が鮭会改良を指向する琶会

　　小説が派生するとされる。本稿は，そうした小説の分類にこだわらず，主人公の自己形成にふれる。

IO）シェイクスピアに関して，生誕400年を記念して戯曲の忠実な翻訳上演を主張したB－3（初出韮964），宮廷

　　劇作家ウー・ポンニャ（1812－66）生誕15G年にあたり，彼をビルマのシェイクスピアだと過大評緬する傾

　　向への反論B畷（初出1963）がある。

ll）英文学以外の英訳外国文学として「ボヴァリー失人h（B－6p，132），「母」，「静かなるドン」（B－9　p．106），

　　「パリ陥落」（B－8　p．53－54）があげられている。

12）櫨罠地ビルマの初・中等教育は，4・4・2の10年制で，ビルマ誘学校，英語ビルマ語学校，英諾学校の3

　　種が併存した。テインベーミンは，6才でブダリン帯内の寺小屋に学び，8才でビルマ語学校に入学。私

　　塾で英語の特訓を受けて，1927年に英語・ビルマ語学校のモンユワ市ナショナルスクールに転校。さらに

　　同年岡布の仏教スクールに移る。ここに彼は卒藁まで在籍し，英文学も学んだ。一学年25－30名，総数300

　　名規模であった。

13）Charles＆Mary　Lamb（1775－1834，1764－1847）：“Tales　From　Shakespeare”1877．

　　シェイクピア戯曲中主要な2G編を物語にしたもの。邦訳は」－16（13編のみ）と」－17（全編）。

　　S圭rAnthony　Hope　Hawkins（1863－1933）：“Prisoner　of　Zenda”1894．

　　架空の圏に偶然立ち嵜った，国王瓜二つの英圏青年が，国王を幽閉して王位綴奪を企む王弟一派をむこう
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「東より巳出ずるが如く」におけるfデイヴィッド・コパフィールド」の影響について

　　に團し，王の忠臣の助けを得て滋を救出する三ケ層間の物譲。王の婚約巻と青年の愛をからめる。邦訳は

　　」－15．

　　Sir　Xenry　Rider　Haggard（1856－1925）：“KiRg　Solomon’s　Mines”1885．

　　行方不明の弟を捜索するカーティス郷，宝探しのグッヂ大佐とアランの北アフリカ砂漢決死行に，実はク

　　クアナ圏王子である従老ウンパポの王位奮還劇をからめた蟹険物。邦訳は3－i2．

14）1932年，彼はラングーン大学管轄下の5カレヅジの一つマンダレー・インターミディ・L一ト・カレッジ（教

　　養課程のみの二年欄）文科に入学し，成績優秀のため一年で終了して，ig33年ラングーン・＝・・Ptヴァーシ

　　ティー・カレッジ文科に転入。1935年文学士となって卒業した。マンダレーでは，必須科農の基礎英語と

　　ビルマ語，選択科昌からパーり一語，論理学，歴史を学び，ラングーンでは，ビルマ文学・英文学・近代

　　ヨーPッパ史のコースを取った。

15）Sarnuel　Butler（1835－1902＞：“Efewh◎n　or　Over　the　Range”1872．

　　ユートピアを意味するギリシア誘の語源的な意味の綴りnowhereを逆にした國名をタイトルとし，この

　　国でおこなわれるすべてが，当時のイギジスとは逆で，ヴィクトリア朝を風刺する小説。」－22参照。邦

　　訳（石原文夫訳　音羽書房　1979）

16）3－6ρ．122．

17）国家論や劇中劇や詩激も挿入。弟に地位を悪奪された元ミラノ大公ブPスペローが娘と共に孤島に漂着し，

　　魔法を鯵めて自在に妖精をあやつり，嶽を起こして後讐する。櫨民地侵略の前段階ともいえる懸過界「発

　　見」への関心もうかがえる。1610又は王6H年髭表の，最後の作という。邦訳」－2．

18）　B－6p．124一圭25．

19）行者を意味するビルマ語ゾーヂーは，元はゾーギーと呼ばれ，ヒンディー語のヨーギーに由来。人形芝居

　　に欠かせぬ配役で，薬の調合や魔法などを得意とする超能力考。B－13（4）p．339－340．

20）テインペーミンの母の次鮪が，美人で評判であったが，親どうしの不和で糧思相愛の恋人との結婚を許さ

　　れず心中。母方の祖母は発狂，艦父は彼女を捨て再婚。テインペーミンはこの篠母の物語る悲話を闘いて

　　成長したとし・う。　B－6p．20－22．

21）1595年頃の作といわれるが，イタリアの古い昆話が小説になったものがフランスに渡り，詩となってイギ

　　ジスに入ったものが戯曲化されたという。∫－20p．2玉8．

22）ビルマ風に改作された映函「マウン・デーウィ」が192◎年代に上映。シュエーウダウン（1989－）による

　　翻案「テa一ターピャン」が1920年頃，ウー・チョーインによる翻訳がig38年に出ている。この作品と続

　　編「ヘンツォのルパート」（1898）を合本とした全訳が王966年マンティン（玉917－）によってなされている。

23）B－6p。136。

24）シュエーウダウソ，ダゴン・シュエーフミャー（1895－）らによって20作余が訳される。

25）　　‘‘She”　1886．

　　アフヲカを舞台に，不老不死の魅力的な葵女アッシャ，その恋人の生まれ変わりである英人美青年レオと

　　のめぐりあいが，醜男の学者でレオの後見人ホリーによって語られる。邦訳3－13．

　　“A星lan　QuatermaiR”1888．

　　「ソロモン王の洞窟」の3人が，ケ＝アの爽地に作られた双児の女王の君臨する古文明国を訪れる秘境も

　　の。邦訳未見。

　　“Ayesha　The　Return　of　She”圭905．

　　「澗窟の女王」の続編。18年後，チベットを舞台に，中年になったレオと老人ホリーのアッシャ探し。邦

　　訳3－14．

26）モンユワ仏教スクール教師モハメッド・アジ・バルーンによる。メルギー出身のムスリム・インヂ人で，

　　妻がビルマ人。ラングーン大学を優秀な成績で卒業し，文学膨士号を持つ。卓越した英語力の持ち主だっ

　　たという。B－6p．60．

27）B－6p，15G．

28）　B－6　p．　225．
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29）B－6p．144，

3G）この序は，語り手であるアランのことばで，次の一文の中で語られる。

　　「さて，あとは私の不器用な文章について，読者にお詫びをしたいだけだ。あえて弁解するならば，私は

　　ペンをもつよりも銃をもつことになれた人聞なのだ。だから小説に見られるような　私もときには貯ん
　　　　　　　　　　　　　　　らん
　　で小説を読むのだが一一絢欄たる文章や美辞麗句は，とうていまねることができないのだ。たしかに絢爆

　　たる文章や美辞麗句は好ましいものだし，そのような文章を読考に礎供できないことを残念に思うが，同

　　時にまた，簡潔さということが，つねにもっとも感銘的なのであって，書物も平易な言葉で書かれたほう

　　が理解しやすいのではないかと思う。私はこのような問題について意見を述べる資格はないかもしれない

　　が，ククアナ族の諺に『鋭い槍は磨く必要がない』というのがある。それと間じ考え方で，いかに奇妙な

　　物語であっても，内容さえ真実ならぽ，あえて美しい文章で飾る必要はないと申しあげたいjJ－12ρ．9．

31）　B－6茎）．　129．

32）初出はD昭on誌1934年1，2，4，6，12月号1935年1月号に連載。　B－6　p．144－288に転載。ラングーン大

　　学を舞台に，民族意識の強い女子大生を主人公にする。実在人物が変名にされた。

33）B－6p．242．

34）初出はDagon誌1933年9月。　B－6　p．195－220に転載。テインペーミンは両家の不和の原因をムxリムと

　　仏教の魁立とし，娘の病死で閉じる。ナショナリズムをテー“Vとする。

35）B－6p．226．

36）　B－6p，226．

37）　B－5p．37．

38）B－5p．38．

39）四年生までは「孔雀印函語読iS　」，その後は「十大ジャータカ」（18世紀後半　ウー・ナーバター〈1758頃

　　一98頃〉作）と，「シ＝x一ピーソウ」（1914　ウー・ラッ〈1866－1921＞作）が教科憲となった。彼は間時

　　期に，「一匹狼」（ダゴン・シュエーフミャー〈註24）参照〉作），「キンミンヂー」（1914　レーティーパ

　　ンディッタ・ウー・マウンヂー〈1876－1939＞作），「ダビンシュエーティー」（192を28同）の一部，「ネー

　　イーイー」（192G　ピーモウニン＜1883－1930＞作），「テエミャニャー」（岡），「仲買人父子とミャミャ」（同）

　　などを霞主的に読む。

　　マンダレーカレッジのビルマ語教科・書には「大王統史」（1714－33　ウー・カラー〈王678頃一1738頃〉作）

　　があげられるのみ。ラングーン大学のビルマ文学の教科書には，パガン蒋代（1044－1299）の碑文，「大須

　　陀須摩仏教叙事詩」（ウー・シュン〈1782－1850頃〉作），「仏聖伝註」G9世紀　チーテエレーダッ僧正シ

　　ン・ムネインダビダザ作），「ラーマ劇詩」（1784　ウー・トウ〈1751－1796＞作）と，シン・ゼヤランダメ

　　イG578頃一1638頃）やシン・タンコウ（1598－1638頃）の叙菓詩が用いられた。

40）　】3－6p．78．

41）　B－7p．42．

　　タキン・パタウン（1901－）は我等ビルマ人協会創設着の一人で，翻訳の他，「テス」の翻案といわれる「パ

　　ソダーのマ・サウ」（1936）などでも有名。

42）註39）参照。

43）B－6p．222．

44）　B－6茎）．　138．

45）ディケンズ死後，二牽徴紀に入ってから，彼はヴィクトリア朝的偽善，悪趣味の権化として批評寂の槍玉

　　に上がり，二十担：紀中頃から再評価されるに至ったという。3－34p．465，

46）翻訳作晶についてのまとまった資料はないが，B－11，　B－12からそれらの項爵だけを取り出すと，最も多

　　く翻訳された英作家はハガーヂで20編，次がハーディー（「カスターブリッジの市長」〈1964＞，「遠く世俗

　　の仲闘をよそに∬煽郷」「テス」〈翻案1936＞「青い時」＜翻案1941＞），そしてシェイクスピア（「ロミオと

　　ジュリエット」〈1912＞「ベニスの商人」〈1912，53＞薪ハムレット」＜1953＞「リア王」〈1953＞「ジュジアス

　　・シーザー」〈1953，54，66＞），それにウェルズ（ヂ宇憲戦争」〈1954＞rタイムマシン」£薔人の屡」）が続

205



「東より臼出ずるが如くjにおけるヂデイヴィッド・コパフィールド」の影響について

　　く。

　　〈〉内はわかる範囲での発行年。註10）で述べたように，シェイクスピアの訳は戯曲の患実な訳かどう

　　か疑問。

　　なおディケンズは5デイヴィッド・コパフィールド」〈1960，63，73＞のみ。完訳かどうか未見。ディケン

　　ズのビルマでの代蓑的評価としては「英国祉会の欠点を厳しく批判」「とりわけ身よりのない子供の人生

　　を描く」£たいてい下層の労働考を主要人物にする」「彼の作最が英圏の社会制度を変えたJB－13（5）p．

　　319－320など，必ずしも適切とは言い難い。

47）　B－6p，圭38．

48）　B－6p．138．

49）　B－6P。140．

50）　B－6p．140－142．

51）3－16前がきp．5．

52）B－6p．223．

53）　B－6p．139－143．

54）　B－6P．137。

55）長編「海の旅人と真珠姫」（1969）の青年vウン・タンスィンに成長過程が見られる。

56）長編「嘆きの歌燵（1938），「母」（1948），「襲切り者だとは」（1949）。

57）」－11上p．3G6．

58）　」－81p．　15．

59）　B－6p．142－143．

60）　J－1p．189。

61）　」－33　1p．420－421　11　p．422－425．

62）それに先立つ48年，亡き母の思い出を生いたちと共に語った？母」は，轟初tッセイとして書かれたが，

　　編集巻の希望で短編選集に入れたもの。「東より……」留頭と共選する部分も少なくない。

63）3－11上p．　15．

64）　3－11　ま二茎）。23。

65）　」－39p．380－383．

66）「東より……」（55，58，63，69章）の中ではそれは1939年末か40年初頭に，武装蜂趨で独立獲得するた

　　め作られた秘密紐織で，資金は臼本軍から流れたとされる。戦後はビルマ社会党と敢魯。

67）　B－6p．64－65．

　　バルーンがラングーンタイムズにのせたエッセイを読んで以来，彼はインレー湖に憧れ貌け，「東よ

　　り……」にその影響があるという。

68）　3－37p．53．

69）潤本軍の行状はE－1，潜伏についてはB－2に記されていることと共通する部分がある。

70）主人公の家主ウーレー・ミンは，作者の父の友人で同じように作者が下宿した，トゥリヤ紙謝職工長でや

　　もめのウー・ポウティン，空人公が卒業後間借りした先の占い師ウー・テッシェインは，作考の卒業後の

　　岡鷹人で透師徳師のサヤー・チョー，杢人公の恋入マ・キンティッの両親で教師のウー・シュエーペーと

　　蘂盤ヂ…°ニュン失婁は，作者が卒業後就職したディードウ栓を主宰するウー・パチョウとドー・フラ

　　メー央妻をモデルにしたものと思われる。

71）5－11下p．393作表へのインタビューでそのように語っている。

　　テインペーミンは当時ディーyウ・ウー・バチョウの娘の一人と恋仲であったが，結婚を反対されて別れ，

　　大戦中にその女性は亡くなった。その姿はマ・キンティツにも反映されるかもしれないが，大戦中に死ぬ

　　霊人公のもう一人の恋人であるマ・ミソウーにも反駿されたのではなかろうか。また，マ・ミンウーの容

　　貌は，作者の母の姿もうかがわせる。

72）B－1で，父の死の直前の帰省が語られ，彼の複雑な思いがうかがえる。
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73）トルストイ，ドストエフスキー，ゴーリキー，カフカ，プルーストらに愛され，霞本では「小桜薪吉」（堺

　　　利彦）がrオリヴァー・トゥイスト」の翻案，「思い娼の記」（徳露麗花）が「デイヴィッド・コパフィー

　　ルド」の影響を受けたものという。また，坪内逡蓬，夏羅漱石，菊洩　寛，林　勢雄，獅子文六らがディ

　　ケンズに関心を嵜せていた作家としてあげられる。

　　」－3311茎）．431　J－34p．464－470．

74）「作家と生濡」（エレンブルグ他著ガ作家の仕事』中巻　書木文庫1956）p。245や，『雪ど禰（小笠原豊

　　樹訳　S．4G集英祉）P．184の，ディケンズを読みながら居眠りする画籔の姿など。

75）　∫－81p．286．

76）「デイヴィッド・コパフィール肖は，註9）の如く悪漢小説と教養小説の狭闘に位鷹する，転換点の作

　　贔である。教養小説としての究成度が増すと共に，デaケンズの作品は深みと晴さをともなった。その猿

　　麟は，私生活の問題そして，紳士の世界を自己形成の究極目標とすることと社会銚判の精神の矛盾による

　　とされる。（」－21」－33とも）また，「東より……」以降テインペーミンの小説から政治性社会性が薄れ，

　　一人称による随想風小説が増加したことについてはあ38参照。
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チャールズ・ディケンズ北州悌二訳『ピクウ，tック・クラブ』1971，三笠書房

ディケンズ小池滋訳『オリヴァー・トゥイスト』S．52，学習研究社

テインペーミン　南環みどり訳『東より段出ずるが如く』上中丁，1988，1989，井村文化事業挫

R．R．ハガード　大久保康雄訳『ソ探モン王の洞窟』1972，鰯元社

蕪．R、ハガー5’大久保康雄訳『洞窟の女流』1974，創元社

H．R．ハガード　大久保康雄訳『女王の復濡』1977，創元社

アンソニー・ホープ　井上　勇訳＄ゼンダ城の虜』1970，創元社

ラム　松本恵子訳『シェイクスピア物語』S．27，薪潮社

ラム　野上弥生子訳r沙翁物語」一『野上弥生子全集第狂期露第二十巻p．41－446，1987，轡波講癒

蒲地美鶴「解説」－」－3p，216－226
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摩本利昭「『エレホン』について」一『イギリスの風剃！」・説』p．51－84，1987，東海大学出版会

小池　滋「作家と作晶　ディケンズ」H1－J－81p．417－444，Ilp．408－434
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志智左右六「小説技法から見た“David　Copperfield”の構造と登場人物」一窪大販産業大学紀要釦6，1967

滝　裕子ilディケンズの人物たち　その精神構造の諸相書S．57，椀書房

南鐙みどり「二つの大戦前夜一『東より陽出ずるが如く』へのil・切陥落護の影響について一」一解第二

次僕界大戦とアジア社会の変容』1986，大阪外国議大学アジア研究会

爾鐙みどり「テインペーミンの小説世界jJ－11中p．335－366

南田みどり確東よりβ出ずるが如く3の成立齋構などjJ－11下p．37（｝一一390

三宅川正解英文学におけるユーモアと風刺の伝統』S．56，関西大学出版部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（玉989．9．29）
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